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○ 三重県の民間企業の雇用状況 裏雇用率1.80 96 法定雇用率達成割合 4 6 4 %

0 改善は進んでいるが、全国平均と比べ隔たりが大きく、低迷している。
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※参考 ;裏雇用率は本社所在の都道崗畑こおいてカウントされているが、事業所所在l棚こよる集計の実雇用率 (1①人以上
親摸企藥) でも、平戚2す年度 増.6B % (全国4 l館)と低い水準, (事業所所在地による策計は平成22年度以降実施さ
れていない)
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0 平成25年度の三重県内のハローワークを通じての就職件数は、1,362件で全国22位
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についても、四日市･隷地域で県内全体の45.396を占めている。

0 障害者実雇用率は、四日市、津、熊野地壕で県内平均を下回っている。

【三豊県内の地域別巽圏用率】
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三重県内ハローワークの障害者職業紹介状況 ②

0 ;“;;÷ニムの * 崎‘ " 穀〆、10年間で大幅に増加している。
0 平成25年度に初めて、精神障害者の就職件数が、身体障害者の就職件数を上回った。

身体障害者 知的障害者 精神障害者
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職業リハビリテーションの実施体制の概要

障害者一人ひとりの特性に配慮した職業指導、職業紹介等の職業リハビリテーションを、医療･保健
福祉･教育等の関係機関の連携のもとに実施。

1 益 " … ] .- p旨“、ローワーク) 〔54 4カ所〕 (厚生労働省)
- 】紗ヴ , -

▲
- 記★行い(就職後のアフターケアまで一貫して利用)、専門職員や

職業相談員がケースワーク方式により障害の種類･程度に応じたきめ細かな職業相談･紹介、職
場定着指導等を実施

2 ･ ((独)高齢･障害･求職者雇用支援機構)
0 障害者職業総合センター〔1カ所〕

高度の職業リハビリテーション技術の研究･開発、専門職員の養成等の実施
0 広域障害者職業センター〔2カ所〕

, ′ハピリテーションの実施

0 地域障害者職業センター〔各都道府県(62カ所(うち支所5カ所))〕
障害者に対して、職業評価、職業鮨導、職業準備訓練.職場適応援助等の専門的な職業リハビ

リテーション、苧包 + -‐均 9 ‐ [ 二隅･一関 9

8 [ - ….ヰ霜マーセンタ (都道府県知事が指定した社会福祉法人、Npo法人等が運営)
[3 2 2センター〕

障害者の身近な地域において、雇用,保健福祉、鷁盲 ･ 点十Lて、就案面
及び生活面における一体的な相談支援を実施
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障害のある求職者と、障害者を郊銀とした求人のマッチングを行う。

･厚生労働省の機関 (全国5 4 4 箇所)

･三重県内9 ヶ所設置

･専門援助部門職員、 雇用指導官、 就職支援ナビゲーターを配置

< 業務内容>
◇職業相談 ･職業紹介

就職を希望する障害者の求職登録を行い (就職後のアフターケアまで一貫
して利用)、 専門職員や職業相談員がケースワーク方式により障害の種類･
程度に応じたきめ細かな職業相談 ･紹介、職場定着指導等を実施

◇職場定着 ･継続雇用の支援 ,

◇雇用管理上の配慮についての助言
◇専門機関の紹介
◇各種助成金の案内
◇就職面接会の開催
◇雇用率達成指導

7

三重障害者職業センター

･ … ÷ - …-- …… =‐ 増攣る i]脉 ･ 援助を行う。
･ G虫) 高齢 ･障害 ･ 家日明□胚拍 F lニ総窪川侯望営府県に設置

･障害者職業カウンセラー、 ジョブコーチ、 リワークアシスタントが配置

･ 全国 4 7 ヶ所、 三重県内乍ヶ所設置 (津市島崎町327-1 脳o59‐224‐4726)

< 業務内容>
◇相談 ･援助

事業主のニーズや雇用管理上の課題を分析し、 事業主支援計画を
策定して体系的な支援を行う。

◇ジョブコーチ支援
- - ･ ･ " - …-‐‐｣÷･c きるよう、 ジョブコーチが職場に出向いて、
障害者及び事業主に刺し (文"反し靱白色目ノ。′

◇リワーク支援
主治医などとの連携の下、 職場復帰に向けたコーディネート、
生活リズムの立て直し、

“リハビリ出勤、 職場の受け入れ態勢の整備
などの支援を行う。

◇その他雇用管理サポート事業等

8
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障害者との接 作業環境や設
し方や仕事の 備が盤つても、
数え方がわか さないのに障害
らないので圃 て青は雇えない

粗いたいけどゞ学粥誇蕁
屈し･たいけど、

障害の知識が 社員の理解が
ないから不安 t 得られるか心

配

黛
　　

者との相互理解を深めることを目的とした実習制度力惚きました。挺
企業において 鰐 の就労体撥の蜴を提惧する荒

で、企業が 選 者本人やその保
割

こ協力い彪だいた事業主 (一定の憂件を満たした事業主) に対して、 協力謝金を支給い彪します。

実習日数月回1人につき、5日 ~ 10日
謝金単価 n 日2,000円 対象事業主のみ

5
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購堝定着まで一貫した支援を実施

虹 障害者就労支援チーム =
　　 　　

　　　　　　 　

･専門援助部門が担当
　
　　 　 　　

　
　　 　 　 　　　　　　　　

　
　
　　

I就労支援.生活難 l

]

0相戦支損事業所
0福祉事務所
0鶏違瞭自害戦紐センター
0難病推敲･支援センター
0医癩蹟関 讐

罐鬘農嚢藁鱗雛聽糞孃鯛糞麹讓鱗騨鞭離霊嚢鬮讓灘'
ハローワーク寺の紹介-こより、障害贄を事業主が証絡を雇用 (トライアル高用=原則3か月) の形で受け入

れることにより、 障害者雇用についての理解を促し、 試行雇用終了後の常用雇用への移行を進めることを目

的としています。
また、 事祭主に対しては、 障害者トライアル雇用奨励金 (月額 4万円、最大3ヶ月) を支給し、 その取組を

促進しています。

餐ミ劉
益総論織り愁 ㈱‘≠初めてなの既 詳鸚祭主

鰐総某軒耐えら

T t



藁嚢劃錮躍話!調讓灘鰹鰹章溌灘瀞轉総礬畿鞠難讓霊讓謠霊嚢壤離窮
※平成26年4月1日現在

翻す焉障害者執行屋用事二きざマ ン ･□-ヮーク等の紹介により陣害割こ対し、原則3か月の賦行嚴用を行ぅ事檗
なさ (トライヱル雇用)事築けr自 主に対し助成。障害者1入につき、月4万円の奨励金を支給&

-
-‘ - - -- t‘ttt-- --- - - “- -

“
‘′ ん{

- -〆 ･ 精神障害者等について、扇入れ時の週の所定労働時間を10時間以上20時間
′ 未満とし、3か月以上12か月以内の一定の期間をかけながら常用雇用への移行尹三--短時間トライアル雇用 三

し , 4 -もち- - - を目指して試行雇用を行う事業主に対し助成.精神障害者等]人につき、月2万円
- -』‐′ ｣ナ の奨励金を支給。

ギ精神障害者雇用安定奨励金三潴護持学盗難猛煙字滕鸚監事屈難関把理縞鞠堅報謝蹴れ･難路有

　 　　
　

重度知的･群神障害者戦璃交さ . ハローヮ｣ク等の紹介Icより重度知的障害者又は辯神障害者を雇い入れ、蹴
り .･付せ鐵襲職金 ! ん,肘きB 場支優員の配置を行う事案主に対し助成。

し"特定求職者雇用開発助成金y ･ ハローワ【ク等の紹介により障害者を雇用する事梨主に対し助成oノー′′〆‐‘′ゞ.- -｢ -し~☆#言--チを元メレ ,

鞘発達障害者'蛆治性僕趙患者 い 発逮障甕者又は難治性疾賎息者をハロ-ワ-ク等の紹介により届い入れ、雇
九んノフチ雇用開発助成金馬~÷" - 用篝郷こ関する事項を把握･報告する事築主に対し助成。

≧義三障害者初回雇用奨励金三ぢ . 障害者雇用の経験がなし･中小企藥で、初めての購入親こより法定雇用距害者

戸メガヤス≦室酵禅毛凰塗壇 敗以上の障害者を雇用した堝合 4 20万円を支鵠
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精:"蓉害者等雇用安定奨励金

1 曲旨

精神隣輯等の雇用の促達 ･安定を図るため、新規塑とを鞭障害者等が、働きやれ、蝋燭づくりに努める事 1

る。
… ←… " -“ ｣ * . l

2 内容 ん 、 “ き -

⑧ 【 鱸圷…' …

園劇象l o熟みに檀健聴者脅届入趨勢雲霧!~""いずれも
イ雲▲ 一 t…‐“…一▲▲ 科÷一 ‘"‐
ウ . ッ 〕■ ‐ . ‐‐'

曼脾させる
工,筏隙犢神障害者を他の簿杓障害者に対する相談箏を行う担当者として配置
オ 新規窪用した醐神陣書者が体錠不良等により休蹴した燭台に.鯏神瞼害者の代替要員を腕保
力 - 覊･ { ^ ^ ' L-“【r ▲｣“ 穹尹者

{支給額 ] ○ 上記ア~ オに襲した費用の し 2 (上 町 0 0万円)

⑥ 駐搏 定一
- “

廟戚刻象l o 虚÷ - -‐ 〕 - - 1‐勃瀕堝支援瓢嫁)を配置する事寮生
※対象労鵠者の難務の遂行に関する必要な檻肋及び指嗣を行う者で、一定の裳件に駿当する者

i支給額 i o議凄園耗霧擬総饑鮨が精神 ‐以拝･ 中まき餓
陣害者の堝合の支給期間を2年から3年へ延長)

短臨間労働者 8万円 . 4万円0 … - - - - - A L .“‐▲# ト陷し寸る支給 以外の者
ん･.---- - …- -“し響･′◎区分に応じた . . - 1.….亘額を乗じて待た鎖(ただし、賞金額が上限)

⑧ ‘
【

" ^

園劇象l o熟みに檀健聴者脅届入趨勢雲霧!~""いずれも
イ雲▲ 一 t…‐“…一▲▲ 科÷一 ‘"‐
ウ . ッ 〕■ ‐ . ‐‐'

曼脾させる
工,筏隙犢神障害者を他の簿杓障害者に対する相談箏を行う担当者として配置
オ 新規窪用した醐神陣書者が体錠不良等により休蹴した燭台に.鯏神瞼害者の代替要員を腕保
力 - 覊･ { ^ ^ ' L-“【r ▲｣“ 穹尹者

{支給額 ] ○ 上記ア~ オに襲した費用の し 2 (上 町 0 0万円)

⑥ 駐搏 定一
- “

廟戚刻象l o 虚÷ - -‐ 〕 - - 1‐勃瀕堝支援瓢嫁)を配置する事寮生
※対象労鵠者の難務の遂行に関する必要な檻肋及び指嗣を行う者で、一定の裳件に駿当する者

i支給額 i o議凄園耗霧擬総饑鮨が精神 ‐以拝･ 中まき餓
陣害者の堝合の支給期間を2年から3年へ延長)

短臨間労働者 8万円 . 4万円0 … - - - - - A L .“‐▲# ト陷し寸る支給 以外の者
ん･.---- - …- -“し響･′◎区分に応じた . . - 1.….亘額を乗じて待た鎖(ただし、賞金額が上限)

以外 中小企瓣

短時間労働者
以外の者

8万円 ･ 4万円

･･･-‐ - 1.)“門.



特定求職者雇用開発助成金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新たにハローワーク等の紹介により高年齢者(6 0敲以上6 5歳未満)、障害者等の就
職が特に困難な者を継続して雇用する労働者として雇い入れた事寮生に対して賞金相
当額の一部の助成を行う。

※平成2 1年2月6日雇入れから中小企業に対する支給頭が増額された。

L 特定就職困難者雇用開発助成金 }

支給頚(総額) 助成対象期間

, 大企業 中小食繋 大企業 中小企嬢

身体･知的蝉害者 5 0万円 135万円 ･ 1年 1年6ヶ月

身体･知的障害者(箙度又は45鐵以
1o o万円 24o万円 生年6ヶ月 ナ 2年上)、精神障害者

l 野間労働者の身体･知的精神障害 30万円 90万円 1年 1年枷

、

対象労働者
支給頚(総額) 助成対象期間

大企業 中小食繋 大企業 中小企嬢 l
身体･知的蝉害者 5 0万円 135万円 1年 1年6ヶ月 l
身体･知的障害者(箙度又は45歳以
上)、精神障害者

10 0万円 240万円 1年6ケ月 2年 l
短時間労働者の身体･知的･精神障害
者

30万円 90万円 1年 1年6ケ月 l
ノ

1 趣旨

発達障害のある人は、社会性やコミュニケーション能力に困難を抱え
ている場合が多く、就職･職場定着には困難が伴っている。
また、いわゆる難病のある人は、慢性疾患化して十分に働くことができ

る場合もあるが、実際に就労するに当たっては様々な制限･困難に直面
している。
このため、発達障害者及び難病のある人の雇用を促進するため、これ

らの有を新たに雇用した事業主に対する助成を行う。

○) 対象事業主
発達障害者又は難病のある人※乍を、

満たした民間職業紹介事業者等の紹介により、
- れ !

継続して雇用する労働者として新たに雇い入れた / ※1

事業主 ~

(2) 助成対象期間
, 、l ※2

1年(中小企業1年6ヶ月)

(3 ) 支給金顫
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障害者初回雇用奨励金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 趣旨

議

･ 特定求職者雇用開発
助成金、
臨書者トライアル雇用
奨励金
と錦絵司

･ 法定履用障害者数以上
の歴入れを行った後6か
月経過後に支給

中小企業においては、比較的障害者雇用への取組が遅れている傾向にあり、
中小企業における法定雇用率未達成企業のうち、雇用障害者数が0人である
企業が約4分の3を占めてし、ることから、障害者雇用の経験のない中小企業に

おいて、ハローワークや一定の襄件を満たした民間職業紹介事業者等の紹介に
より初めて身体･知的･精神障害者を雇用し、法定雇用率を達成した蜴合に、奨
励金を支給することにより、中小企業における障害者雇用の促進を図る。

2 内容

くめ 対銀事業主
障害者雇用の経験のない中小企業(障害者の雇用轍務制度の対象

となる50人~ 30 0人規模の中小企業)の事業主

(2) 支給金額
初めて障害者を雇用した日から3か月の間に法定雇用障害者数以上の

障害者を一籔被保険者として雇い入れた場合 1 2 0 万円支給

法定雇用率の算定基礎の見直 uこついて

◎ 法定雇用率の算定基礎の対象に、新たに精神障害者を追加【施行期日 平成30年4月1日】。
◎ 法定雇用率は原則5年ごとに見直し。
ご 施行後5年間(平成30年4月-日 ~ 平成35年3月31日まで)は猶予期間とし、精神障害者の

追加に係る法定雇用率の引き上げ分は、計算式どおりに引き上げないことも可能。
※ 具体的な引上げ幅は.障害者の雇用伏況や行政の支援状況等を踏まえ、労鑓政策審輔会障害者雇用分科会で帷鱒。

　　　　　　　　

身体障害者知的障害者及び 薹 鑿 である常用労働者の可

法定雇用率 =
+ 矢築している身体障害者、知的障害者及び掬神障害者の数

常用労働者数 一 除外率相当労働者数 十 失業者徴

　　　 　　　 　　　 　 　

0 平成25年4月1日 ~ 平成30年3月31日

身体障害者･知的障害者を算定基礎として計算した準(2.o% )

6 平双即〒4月1目~ 聖歳競〒3月31日

　　　 　　　　 　 　 　　 　　　　 　　　　

0 平成35年4月1日以降

身体障害者･知的
1 8




